
15 あまくさ市議会だより 14あまくさ市議会だより

所管事務の調査

・天草戦国ミュージアム・倉岳支所建設現場

 建設経済委員会では、天草戦国ミュージアム・倉
岳支所建設の進捗状況の確認と、林業６次産業化推
進事業について、現地調査など所管事務調査を実施
しました。

現地調査先

　天草戦国ミュージアム・倉岳支所建設について
は、事業概要や建設スケジュールの説明を受け、
現地では敷地内の配置や隣接する道路との接続箇
所などを確認しました。令和８年11月の供用開始
に向け、今後も工期中の資材高騰や不測の事態の
対応、ソフト面の整備など、動向を注視し情報共
有を図ります。
　また、林業6次産業化推進事業については、事
業の経過と今後の方向性について説明を受けまし
た。市内森林の６割を占める広葉樹は、雑節工場
で燻製用の薪としての活用がほとんどであるため、
付加価値を高めた広葉樹の活用と中心的な役割を
担う地域商社の設立を検討しているとのことでし
た。今後も事業の動向を注視し、先進地の事例や
意見等を共有するなど、今後の委員会審査等に生
かしていきます。

調査を終えて

令和７年７月28日
建設経済委員会
（五通俊作・前田正之・平山泰司・船辺修・

　宮下幸一郎・鯖江達朗・浦本力）

▲天草戦国ミュージアム・倉岳支所建設地の現地調査

所管事務の調査

・水俣水源池
・水俣大崎調整槽
・水俣川堤防（送水管ルート）
・大崎鼻公園（海底管接続箇所）

 市民生活委員会では、上下水道の施設や設備の現
状を把握し、今後の議案審査等に生かすため、現地
調査を実施しています。御所浦町へ送水施設がある
水俣市を訪問し、稼働状況や管理状況などを確認し
ました。

現地調査先

　上水道施設については、年数経過による老朽化
や地震等被災時の給水対応が課題であり、市民の
安心安全な生活に支障が生じないよう今後の計画
的な設備更新や御所浦地域特有な対応の必要性を
認識しました。
　上下水道に関する所管事務調査を３回実施し、
多くの施設が更新時期を迎えていることや非常に
厳しい財政状況を確認してきました。そこで、支
援制度の創設や財政支援等を国へ要望する意見書
について、本会議に提案しました。

調査を終えて

令和７年７月25日
市民生活委員会
（柴田誠・吉田修・濱洲大心・澤井一富・
　小川圭三）

▲水俣水源池の現地調査

政務活動報告（行政視察）

　全国的に人口減少による課題が山積している中、
海士町は地理的に本市と類似した環境にありますが、
さまざまな取組により人口推移はほぼ横ばいであり
ました。

■視察先・視察内容
・島根県隠岐郡海士町
　人口減少・若年層流出の対応などについて

視察報告
　「大人の島留学」では、真新しい取組ではなく、
今ある資源を徹底的に磨き、交流を通じて挑戦す
る展開が見られました。今回の研修を踏まえ、本
市においてもシンボル・核となるものを見定め、
積極的なアピールで移住定住につなげるべきと感
じました。

視察を終えて

令和７年６月25日～27日
市民クラブ（下田昇一郎・五嶋善彦・澤井一富・
浦本力）
吉田修

政務活動報告（行政視察）

　北広島市では、スポーツを通じた地域活性化の取
組を視察しました。
 当別町では、人口減少対策の取組として移住・定
住に力を入れておられ、各種定住政策を展開されて
いました。

■視察先・視察内容
・北海道北広島市
　ボールパーク構想推進事業について
・北海道石狩郡当別町
　移住・定住について

視察報告
　従来のスポーツ大会誘致などの活動に加え、関
係機関や企業等との連携による誘致活動や受入れ
体制も必要であると感じました。
　また、当別町の各種定住政策を参考に、本市独
自の移住政策の継続に加え、今後は定住率が高い
新築住宅の購入支援制度も検討すべきと感じまし
た。

視察を終えて

令和７年７月２日～４日
政友会（平山泰司・浜崎昭臣・船辺修・門口徹）

政務活動報告（行政視察）

　台北市にある大龍国民小学校は今年６月、栖本小
学校や御所浦恐竜の島博物館を訪問し、交流を深め
た実績があり、教育旅行の感想や相互交流の在り方
について意見交換を行いました。
　また、高雄市の小・中学校や高校を訪問し、本市
への教育旅行誘致の可能性や課題などについて意
見交換を行いました。

■視察先・視察内容
・台湾 台北市・高雄市
　教育旅行を通しての相互交流について

視察報告

　ＴＳＭＣの経済効果は10年間で11兆円となると
の報道もあり、いかに台湾との関係を深め、その
経済効果を取り込んでいくのかが今後の課題であ
ると感じています。
　そうした中で、台湾を訪問し、現地での貴重な
意見や課題をこれからの教育旅行を通した相互交
流の実現に生かしていきたいと考えています。

視察を終えて

令和７年７月14日～17日
若山敬介・前田正之・竹本亨・赤城史浩・吉田修
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